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電離大気の加速・流出現象は、地球のみならず火星、水星を含む他惑星や月を含む衛星周辺でも起こる普遍的な現象であることが最近の

国内外の観測で次第に明らかとなってきた。SS-520-3 観測ロケット実験は、地球で主要な電離大気流出が起きている極域カスプ周辺領

域において、電離大気流出の原因として理論的に想定されている波動ー粒子相互作用をその場で検出、解明するミッションである。
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